
市
内
の
中
小
企
業
、
商
店
な
ど

が
商
品
・
製
品
開
発
、技
術
開
発
、

店
舗
改
装
、
経
営
分
析
、
市
場
調

査
な
ど
企
業
発
展
の
た
め
事
業
を

行
う
場
合
、
そ
う
し
た
事
業
者
の

団
体
が
組
織
の
強
化
や
活
性
化
事

業
を
行
お
う
と
す
る
と
き
に
、
必

要
な
専
門
家
を
派
遣
し
ま
す
。

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
U

中
小
企

業
診
断
士
、
デ
ザ
イ
ナ
U
、
建
築

士
、
技
術
士
、
市
場
調
査
員
な
ど
。

く
わ
し
く
は
生
活
経
済
課
ò
内

線
２
５
４
３
へ
。

新
製
品
の
開
発
を
行
う
と
き
、
産

学
提
携
で
の
研
究
な
ど
に
補
助
を

行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
補
助
金
額

対
象
事
業
に
要
す

る
経
費
の
４
分
の
３
以
内
で
、
１

件
に
つ
き
150
万
円
ま
で
。

▼
６
月
30
日
Œ
ま
で
に
生
活
経
済

課
ò
内
線
２
５
４
３
へ
申
し
込

む
。く

わ
し
く
は
同
課
へ
。

主
に
市
内
で
１
年
以
上
事
業
を

行
う
中
小
工
業
者
や
中
小
工
業
者

の
団
体
が
、
新
た
な
技
術
開
発
や

東
部
地
区
住
民
協
議
会
で
は
、

牟
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
U
の

軽
食
堂
の
経
営
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

▼
希
望
す
る
方
は
、
６
月
30
日
Œ

ま
で
に
同
セ
ン
タ
U
ò
49
―
３
４

４
１
へ
申
し
込
む
。

優
秀
賞（
１
件
）100
万
円
、
優
秀
賞

（
数
件
）
50
万
円
が
贈
ら
れ
ま
す
。

◆
多
摩
ブ
ル
U
賞
（
技
術
・
製
品

賞
）

優
れ
た
技
術
や
製
品
な
ど

の
開
発
者
を
表
彰
し
ま
す
。

◆
多
摩
グ
リ
U
ン
賞
（
経
営
賞
）

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
開

発
者
を
表
彰
し
ま
す
。

▼
９
月
30
日
œ
（
必
着
）
ま
で
に

他
薦
ま
た
は
自
薦
に
よ
り
「
〒
190

―
８
６
８
１
立
川
市
曙
町
２
―
８

―
28
多
摩
中
央
信
用
金
庫
業
務
部

内
多
摩
ブ
ル
U
・
グ
リ
U
ン
賞
事

務
局
」
へ
郵
送
ま
た
は
同
信
用
金

庫
本
支
店
へ
直
接
申
し
込
む
。

∞
同
事
務
局
ò
042
―
526
―
７
７

３
９

r
相
談
s

相
談
者
の
男
性
が
街
中
で

「
絵
を
見
ま
せ
ん
か
」
と
女
性

に
声
を
か
け
ら
れ
、
見
る
だ
け

な
ら
と
思
い
店
に
行
き
ま
し

た
。店

内
で
別
の
女
性
か
ら
絵
の

説
明
を
受
け
て
い
る
う
ち
に
、

１
枚
50
万
円
の
版
画
を
契
約

し
、数
日
後
宅
配
さ
れ
ま
し
た
。

半
年
後
、
同
じ
店
の
女
性
か

ら
絵
の
展
示
会
が
あ
る
と
誘
わ

れ
て
出
か
け
「
支
払
え
な
い
」

と
断
り
ま
し
た
が
、
勧
め
ら
れ

る
ま
ま
に
１
枚
100
万
円
の
絵
を

今
回
も
ロ
U
ン
で
契
約
し
て
し

年
、
絵
画
は
数
カ
月
経
過
し
て

い
る
の
で
、
解
約
条
件
と
し
て

既
に
信
販
会
社
へ
支
払
っ
て
い

る
金
額
約
30
万
円
を
放
棄
し
て

も
ら
え
れ
ば
と
い
う
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

相
談
者
も
そ
れ
に
応
じ
る
こ

と
と
な
り
、
事
業
者
と
相
談
者

で
合
意
解
約
書
を
交
わ
し
、
既

払
い
金
を
放
棄
し
商
品
を
返
品

し
て
解
決
し
ま
し
た
。

r
助
言
s

今
回
の
相
談
は
、
男
女
間
の

気
持
ち
を
利
用
し
た
デ
U
ト
商

法
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
商
法
の
問
題
点
は
契
約

者
が
被
害
に
あ
っ
た
と
自
覚
す

る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
こ
と

で
す
。
ま
た
、
異
性
の
勧
誘
に

悪
気
が
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。こ

の
相
談
者
も
２
回
目
の
勧

誘
時
に
、
ま
た
契
約
さ
せ
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
と
わ
か
っ
て

い
な
が
ら
、
な
ぜ
出
向
い
た
の

か
は
な
か
な
か
説
明
し
づ
ら
い

も
の
で
す
。高
額
な
請
求
、支
払

い
で
や
っ
と
被
害
に
あ
っ
た
と

わ
か
る
ケ
U
ス
が
多
い
よ
う
で

す
。（
三
鷹
市
消
費
者
相
談
員
）

ま
い
ま
し
た
。

絵
は
２
枚
と
も
未
開
封
の
ま

ま
押
入
れ
に
し
ま
っ
て
い
ま

す
。
何
が
何
だ
か
分
か
ら
な
い

ま
ま
契
約
し
て
し
ま
い
、
解
約

し
た
い
の
で
す
が
。

r
処
理
s

相
談
者
に
２
枚
の
絵
を
購
入

し
た
経
緯
や
納
得
で
き
な
い
点

と
解
約
の
意
志
を
文
書
に
し
事

業
者
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、

信
販
会
社
へ
支
払
い
停
止
通
知

書
と
先
の
文
書
の
コ
ピ
U
を
同

封
し
て
発
信
す
る
よ
う
助
言
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
消
費
者
相
談
室
よ

り
事
業
者
と
信
販
会
社
に
連
絡

を
と
り
解
約
交
渉
を
し
ま
し

た
。
事
業
者
か
ら
解
約
に
は
応

じ
る
が
、
版
画
は
購
入
後
約
１

市
内
の
農
家
で
都
市
農
業
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
対
象
は
小

学
生
以
上
の
お
子
さ
ん
と
そ
の

親
。
昼
食
、
お
み
や
げ
付
き
。

▽
７
月
10
日
—
午
前
８
時
45
分
〜

午
後
１
時
30
分
（
小
雨
決
行
）
、

市
内
農
家
ほ
か
で
。

▼
６
月
18
日
–
（
必
着
）
ま
で
に

往
復
は
が
き
に
住
所
・
電
話
番

号
・
親
子
の
氏
名
・
年
齢
を
記
入

し
「
〒
181
―
８
５
５
５
三
鷹
市
役

所
都
市
農
業
係
」
へ
申
し
込
む
。

定
員
80
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
）。

∞
都
市
農
業
係
ò
内
線
３
０
６

３

多
摩
中
央
信
用
金
庫
主
催
。
多

摩
地
域
に
拠
点
が
あ
り
（
設
置
予

定
も
可
）、経
済
の
発
展
に
貢
献
し

た
中
小
企
業
や
個
人
事
業
者
を
表

彰
し
ま
す
。
各
賞
受
賞
者
に
は
最

三
鷹
商
工
会
の
運
営
す
る
施
設

で
、
在
勤
を
含
む
市
民
が
無
料
で

利
用
で
き
ま
す
。

◆
閲
覧
・
会
議
コ
U
ナ
U

６
人

用
テ
U
ブ
ル
が
２
台
、
三
鷹
関
連

の
図
書
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
検
索
コ
U
ナ
U

パ
ソ
コ
ン
が

３
台
、
利
用
は
１
人
１
時
間
、
印

刷
５
枚
ま
で
で
き
ま
す
。

◆
観
光
Ｐ
Ｒ
コ
U
ナ
U

37
イ
ン

チ
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
で
三
鷹
の
情

報
を
放
映
し
て
い
ま
す
。
姉
妹
・

ホ
U
ク
ス
・
友
好
市
町
村
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
も
配
布
中
で
す
。

▽
平
日
の
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

６
時
30
分
（
正
午
〜
午
後
１
時
、

５
時
〜
５
時
30
分
は
一
時
休
館
）

※
日
曜
日
、
祝
日
、
年
始
年
末

（
12
月
28
日
〜
１
月
３
日
）
休
館

▼
利
用
日
の
１
カ
月
前
か
ら
同
セ

ン
タ
U
ò
49
―
３
８
３
８
へ
申
し

込
め
ま
す
。
先
着
順
。

【
専
門
家
に
よ
る
無
料
相
談
会
】

◆
パ
ソ
コ
ン
・
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

毎
週
火
・
木
・
土
曜
日
、
午
後
１

時
〜
５
時
と
毎
月
第
２
・
３
・
４

金
曜
日
、
午
後
４
時
〜
７
時
。

◆
働
く
人
の
健
康
相
談

産
業

医
、保
健
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
。

毎
週
木
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

◆
創
業
相
談

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

作
成
な
ど
の
実
践
的
創
業
相
談

第
４
土
曜
日
、
午
後
２
時
〜
５
時

◆
創
業
資
金
相
談

市
内
で
起
業

す
る
方
対
象
。
毎
月
第
３
土
曜
日

午
後
１
時
〜
５
時

◆
無
料
相
談
会

経
営
全
般
、
創

業
支
援
、
税
務
会
計
な
ど
専
門
家

に
よ
る
各
種
の
相
談
。
毎
月
第
３

木
曜
日
、
午
後
５
時
30
分
〜
７
時

◆
求
人
・
求
職
相
談

経
験
豊
富

な
シ
ニ
ア
と
企
業
と
の
橋
渡
し
。

毎
週
火
曜
日
、
午
後
１
時
〜
５
時

∞
同
セ
ン
タ
U
ò
49
―
３
８
３

８

市役所代表電話0 4 2 2 － 4 5 － 1 1 5 1 農業　消費者　労働　�

次
々
と
契
約
し
た
絵
画

消費者相談窓口
ò47-9042

工
業
振
興
事
業
費
補
助
金

申
請
受
付
中

ご
利
用
く
だ
さ
い

み
た
か
交
流
セ
ン
タ
U
「
情
報
の
森
」

194

多
摩
ブ
ル
U
・
グ
リ
U
ン
賞

▽
６
月
29
日
Õ
消
費
者
活
動
セ
ン

タ
U
で
。
時
間
は
fl
午
前
10
時
と

‡
午
後
１
時
30
分
。
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、筆
記
用
具
を
持
参
す
る
、

お
土
産
付
き
。

▼
６
月
７
日
Ã
〜
16
日
Œ
同
セ
ン

タ
U
ò
43
―
７
８
７
４
へ
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
伝
え
て
申
し

込
む
。
fl
‡
と
も
各
35
人
。

◆
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
Ｅ
メ
U
ル
講

座

６
月
22
・
29
日
の
火
曜
日
、午

前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
。

受
講
料
（
教
材
費
込
）
７
千
500
円
。

◆
ワ
U
ド
初
級
講
座

fl
６
月
23

日
〜
７
月
14
日
（
全
４
回
）
の
毎

週
水
曜
日
、
午
後
２
時
〜
５
時
、

‡
６
月
19
・
26
日
の
土
曜
日
、
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
。

受
講
料
（
教
材
費
込
）
２
万
100
円
。

い
ず
れ
も
三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ

で
。

▼
く
わ
し
く
は
X

ま
ち
づ
く
り
三

鷹
ò
40
―
９
９
１
１
へ
。

ま
ち
づ
く
り

三
鷹
の

パ
ソ
コ
ン
ス
ク
U
ル

ハ
ロ
U
ワ
U
ク
三
鷹
（
三
鷹
公

新
規
学
卒
者

求
人
申
込
み
説
明
会

産
直
野
菜
を
使
用
�

Ｊ
Ａ
佐
賀
み
ど
り
の

新
玉
ね
ぎ
料
理
講
習
会

共
職
業
安
定
所
）
で
は
、
平
成
17

年
３
月
新
卒
者
に
つ
い
て
の
事
業

者
向
け
求
人
申
し
込
み
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

▽
６
月
11
日
–
午
後
２
時
〜
４
時

30
分
（
受
付
は
１
時
30
分
か
ら
）、

三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
で
。

※
三
鷹
地
区
以
外
の
説
明
会
も

ご
利
用
で
き
ま
す
。
fl
立
川
女
性

総
合
セ
ン
タ
U
ア
イ
ム
＝
６
月
３

日
œ
、
‡
府
中
グ
リ
U

ン
プ
ラ

ザ
＝
６
月
11
日
–
、
·
八
王
子
ク

リ
エ
イ
ト
ホ
U
ル
＝
６
月
７
日
Ã
　

く
わ
し
く
は
ハ
ロ
U
ワ
U
ク
三

鷹
事
業
所
第
一
部
門
ò
47
―
８
６

０
９
内
線
３
１
７
へ

クラブ・サークルなどの団体活動で、東京の
島に宿泊する学生の宿泊費、活動費の一部を助
成します。先着２千人まで。
◆助成対象 半数以上が学生・生徒の10人以
上の団体で、島内の宿泊施設に宿泊する方。
◆助成期間 ７月1日œ～８月31日Õ
◆助成金額 １人あたりfl活動助成２千円、‡
宿泊助成３千円
◆申込方法 来島を希望する島の観光協会など
に電話で申し込む。
・大島観光協会　　　　　ò04992―２―2177
・新島観光協会　　　　　ò04992―５―0048
・式根島観光協会　　　　ò04992―７―0170
・神津島観光協会　　　　ò04992―８―0321
・八丈島観光協会　　　　ò04996―２―1377
・小笠原村観光協会　　　ò04998―２―2587
・母島観光協会　　　　　ò04998―３―2300
・利島村役場　　　　　　ò04992―９―0011
・御蔵島村役場　　　　　ò04994―８―2121
・青ヶ島村役場　　　　　ò04996―９―0111
※観光やそのほか団体への助成は９月から実

施します。
◆問い合わせ 東京都市区町村伊豆諸島支援事
業実施事務局ò042―384―8041・http://ww
w.tokyo-atv.gr.jp/islands.htm

伊豆諸島支援事業
学生の夏合宿はこれで決まり¿

学生の団体活動助成

昨
年
の
つ
ど
い
か
ら

（
選
と
評
）

金
田
　
義
直

老
い
た
れ
ど
跡
継
ぎ
の
な
く
や
め
る
と
ふ

座
敷
箒
の
手
作
り
を
買
う
　
大
平
　
光
子

【
評
】
長
く
付
き
合
っ
て
来
た
箒
売
り

な
の
だ
ろ
う
。
下
の
句
は
、
単
な
る
同
情

だ
け
で
な
く
、
座
敷
箒
へ
の
愛
着
心
が
う

か
が
え
る
。

い
い
か
げ
ん
に
い
き
る
こ
と
説
く
友
の
声

電
話
の
む
こ
う
に
明
る
く
響
く小

野
五
代
子

【
評
】「
い
い
か
げ
ん
に
生
き
る
」
と

は
、
肩
肘
張
ら
ず
、
よ
い
程
合
い
に
生
き

る
こ
と
、
作
者
も
そ
の
考
え
に
共
鳴
、
共

感
し
て
い
る
の
だ
。

庭
桜
の
万
朶
今
年
も
華
や
げ
り
花
見
る
命

あ
と
幾
た
び
か
　
　
　
　
　
浅
野
　
寿
子

【
評
】
「
花
見
る
命
あ
と
幾
た
び
か
」

に
し
み
じ
み
と
し
た
情
感
が
籠
も
る
。
上

の
句
は
も
っ
と
率
直
に
詠
み
た
い
。

「
お
は
よ
う
」
と
元
気
に
登
校
す
る
子
ら

に
掃
く
手
を
休
め
し
ば
し
見
送
る

棚
木
　
玲
子

【
評
】
登
校
風
景
を
そ
の
ま
ま
詠
ん
だ

歌
だ
が
児
童
等
を
見
送
る
作
者
の
眼
差
し

は
温
か
い
。
下
の
句
は
や
や
安
易
に
流
れ

た
。

公
園
の
子
供
ら
帰
り
赤
き
ま
り
一
つ
こ
ろ

ん
と
転
が
り
て
を
り
　
　
　
花
輪
　
明
子

【
評
】
急
に
静
に
な
っ
た
公
園
。
ひ
と

つ
こ
ろ
ん
と
転
が
る
赤
い
ま
り
が
、
そ
の

静
か
さ
を
際
立
た
せ
て
い
る
。

こ
の
朝
は
近
き
木
に
来
し
鶯
の
力
あ
る
声

響
か
せ
て
嘆
く
　
　
　
　
　
八
島
　
靖
夫

【
評
】
「
鶯
の
力
あ
る
声
」
か
ら
は
、

本
格
的
な
春
の
到
来
が
思
わ
れ
る
。
そ
の

ま
ん
ま
の
情
景
を
詠
ん
だ
う
た
だ
が
、
上

の
句
が
一
首
を
活
か
し
た
。

春
告
ぐ
る
花
と
い
ふ
べ
し
枯
庭
に
ほ
つ
か

り
黄
の
水
仙
咲
け
り
　
　
　
松
村
美
恵
子

【
評
】「
ほ
つ
か
り
」
は
ほ
ん
の
り
明

る
い
さ
ま
。
冬
か
ら
早
春
に
か
け
て
咲
く

水
仙
を
作
者
は
「
春
告
ぐ
る
花
」
と
し
て
、

い
と
お
し
ん
で
い
る
の
だ
。

わ
が
庭
の
椿
つ
ん
つ
ん
伸
び
ゆ
き
て
三
鷹

の
土
に
な
じ
み
て
付
け
り
　
藤
枝
　
幸
子

【
評
】
引
越
し
て
来
た
三
鷹
の
庭
に
長

く
愛
で
親
し
ん
だ
椿
を
挿
し
木
し
た
の

だ
。
根
付
い
た
喜
び
が
「
三
鷹
の
土
」
に

表
現
さ
れ
て
い
る
。

（
選
者
）

井
上
弘
・
飯
田
六
斗

母
の
日
や
飢
え
を
凌
ぎ
し
芋
の
味

牧
昌
生

歳
三
忌
夕
陽
巨
き
く
沈
み
け
り日

下
部
潦
太

尾
が
破や

れ
る
ほ
ど
飛
ぶ
来
し
か
初
燕

久
ヶ
谷
幸ゆ

き

子

学
生
の
下
宿
を
覆
ふ
柿
若
葉
　
寺
田
登
代

涅
槃
西
風
揚
舟
揺
る
る
佃
島
　
赤
木
き
よ

母
の
日
に
届
く
花
束
泪
雨
　
　
　
南
み
ち

食
卓
の
渋
き
脇
役
ひ
じ
き
か
な
　
高
見
勝

若
楓
藍あ

い

工
房
の
酢
の
匂
ひ
　
奥
村
美
也
子

山
い
く
つ
跨
い
で
来
た
る
夏
の
雲寺

田
絢
子

武
蔵
野
の
空
全
開
す
五
月
晴

大
和

や
ま
と

谷だ
に

慈
子

母
の
日
や
男
料
理
の
塩
加
減
　
小
泉
秀
夫

若
葉
し
て
老
骨
輪
切
り
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
　

田
中
淑
子

新
緑
の
連
山
富
士
に
傅

か
し
ず

け
り
　
槙
田
隆
司

安
ら
か
に
老
い
安
ら
か
に
更
衣大

竹
ハ
ル
子

仏
飯
の
少
し
乾
き
て
夏
に
入
る佐

野
み
さ
を

売
り
出
し
の
垂
れ
幕
一
新
五
月
来
る

三
矢
恵
啓

新
緑
や
昼
の
深
さ
の
谷
戸
の
径清

水
ゆ
き
え

街
薄
暑
ハ
モ
ニ
カ
横
丁
人
の
波板

橋
ク
ラ
子

リ
ハ
ビ
リ
に
通
う
明
け
暮
れ
花
は
葉
に

牧
文
子

花
舗
の
中
今
日
は
主
役
よ
カ
U
ネ
U
シ
ョ

ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拝
司
園
子

葉
桜
に
な
り
て
あ
た
り
の
暗
く
な
り

土
井
雅
子

口
出
し
も
手
助
け
も
せ
ず
母
の
日
は

小
木
曽
貞
子

六
月
の
例
会
は
「
吟
行
会
」
の
た
め
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
く
わ
し
く
は
大
和
谷

や
ま
と
だ
に

宅
ò

46
―
９
８
２
０
へ
。

三
鷹
短
歌
会
４
月
の
秀
歌

三
鷹
俳
句
会
５
月
の
秀
句

保
管
・
希
釈
方
法
、
病
害
虫
に

適
し
た
選
び
方
、
使
い
方
な
ど
、

農
薬
を
安
全
に
使
用
す
る
た
め
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
６
月
12
日
—
午
後
１
時
30
分
か

ら
Ｊ
Ａ
東
京
む
さ
し
三
鷹
緑
化
セ

ン
タ
U
（
野
崎
１
―
８
―
７
東
八

道
路
沿
い
）
で
。

く
わ
し
く
は
同
セ
ン
タ
U
ò
48

―
７
４
８
２
へ
。

都市農業を育てる市民のつどい

ひまわり、ブルーベリーの摘みとり
夏野菜の収穫

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
U

派
遣
制
度

農
薬
講
習
会

〜
農
薬
の
取
り
扱
い
方
に
つ
い
て
〜

牟
礼
コ
ミ
セ
ン
で

軽
食
堂
の
経
営
者
を
募
集


